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核
の
ご
み
「
共
存
で
き

な
い
」
処
分
場
巡
り

北
海
道
で
シ
ン
ポ

原
発
か
ら
出
る
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
場
選
定
に
向
け
、
北

海
道
寿
都
町
と
神
恵
内
村

で
第
1
段
階
と
な
る
文
献

調
査
が
始
ま
っ
て
17
日
で

2
年
と
な
る
の
を
前
に
、

交
付
金
な
ど
に
頼
ら
な
い

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
4
日
、
小

樽
市
で
開
か
れ
た
。
登
壇

者
は
「
地
域
と
廃
棄
物
は

共
存
で
き
な
い
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

北
海
学
園
大
学
の
小
田

清
名
誉
教
授
は
、
道
内
で

原
発
が
あ
る
泊
村
と
周
辺

自
治
体
に
触
れ
「
多
額
の

原
発
マ
ネ
ー
が
投
下
さ
れ

た
が
、
人
口
減
少
率
は
高

く
漁
業
の
衰
退
も
激
し
い
」

と
指
摘
。

泊
原
発
立
地
4
町
村
住

民
連
絡
協
議
会
の
佐
藤
英

行
代
表
は
、
原
発
が
地
場

産
業
か
ら
雇
用
を
奪
っ
て

い
る
と
し
「
一
度
動
か
し

た
ら
そ
の
罪
は
拡
大
し
て

い
く
」
と
話
し
た
。

新
基
金
は
５
０
０
億

円
、
原
発
処
理
水
放
出

の
風
評
対
策

漁
業
者

の
理
解
は

東
京
電
力
福
島
第
一
原

発
か
ら
出
る
処
理
水
の
海

洋
放
出
に
向
け
て
、
政
府

が
風
評
被
害
対
策
と
し
て

漁
業
者
支
援
に
５
０
０
億

円
規
模
の
新
た
な
基
金
を

つ
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

臨
時
国
会
に
提
出
予
定
の

２
０
２
２
年
度
第
２
次
補

正
予
算
案
に
盛
り
込
む
方

向
だ
。

東
電
は
23
年
春
に
も
処

理
水
を
放
出
す
る
計
画
で
、

漁
業
者
ら
が
強
く
反
対
し

て
い
る
。
今
回
の
基
金
で

は
「
持
続
可
能
な
漁
業
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
対
し
て
支
援
を
実
施
す

る
」
と
し
て
い
る
。
関
係

者
に
よ
る
と
、
高
騰
す
る

船
の
燃
料
費
な
ど
の
補
助

に
使
わ
れ
る
見
込
み
だ
。

政
府
は
21
年
度
の
補
正
予

算
で
も
３
０
０
億
円
を
計

上
し
、
水
産
物
の
冷
凍
保

管
や
販
路
拡
大
を
支
援
す

る
基
金
を
つ
く
っ
て
い
る

岸
田
首
相
原
発
回
帰
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

岸
田
首
相
は
８
月
24
日
、

原
発
再
稼
働
の
促
進
、
運

転
期
間
の
延
長
、
原
発
の

新
増
設
、
「
次
世
代
革
新

炉
」
の
開
発
・
建
設
な
ど
、

原
発
回
帰
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

岸
田
政
権
は
３
・
11
福

島
原
子
力
惨
禍
を
一
体
ど

う
総
括
し
た
の
で
し
ょ
う

か
！
福
島
県
の
み
な
ら
ず

東
日
本
の
広
大
な
土
地
を

放
射
能
で
汚
染
さ
せ
、
16

万
人
以
上
も
の
住
民
が
避

難
を
強
い
ら
れ
、
多
く
の

入
院
患
者
が
避
難
の
途
上

で
亡
く
な
り
、
膨
大
な
人
々

の
故
郷
を
奪
い
、
人
生
を

変
え
て
し
ま
っ
た
あ
の
惨

禍
を
生
み
出
し
た
の
は
、

予
測
さ
れ
た
巨
大
地
震
へ

の
最
低
限
の
対
策
さ
え
取

ら
せ
な
か
っ
た
自
民
党
政

権
で
し
た
。

そ
の
責
任
も
否
認
し
た
ま

ま
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
「
原

発
回
帰
」
と
は
、
歴
史
の

流
れ
を
逆
転
さ
せ
、
時
代

に
逆
行
す
る
も
の
で
す
！

「
３
・
11
は
何
の
被
害

も
な
か
っ
た
」
と
言
う
に

等
し
い
暴
挙
で
す
。

私
た
ち
は
３
・
11
原
子
力

惨
禍
を
通
じ
て
、
放
射
能

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な

い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

制
御
棒
で
原
発
を
制
御
で

き
る
、
な
ど
と
い
う
の
は

全
く
の
思
い
上
が
り
で
し

た
。

東
京
が
強
制
避
難
を
免
れ

た
の
は
、
福
島
原
発
４
号

炉
の
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
に
た
ま
た
ま
水
が
た
め

ら
れ
て
い
た
偶
然
の
産
物

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
偶
然
を
頼
り
に

性
懲
り
も
な
く
、
原
発
に

回
帰
し
よ
う
と
い
う
の
で

し
ょ
う
か
。
使
用
済
み
核

燃
料
、
核
の
ご
み
の
処
分

は
メ
ド
も
た
っ
て
い
な
い

の
で
す
。

発酵食品と植物繊維が決め手
毎日の食事で善玉菌を育てる 食べ物通信

腸内細菌のバランスは、食生活や食材を介して侵

入するさまざまな化学物質によって崩れがち。善玉

菌を大切に育てて腸内環境を改善し、心身の健康を

保ちましょう。

注意 善玉菌が少ない可能性のある人

※ たんぱく質や脂肪のとり過ぎ ※ 炭水化物、

とくに糖分のとり過ぎ ※ 植物繊維の摂取が少な

い ※ 便秘や下痢を繰り返している

善玉菌を育てるには
善玉菌を減らすものを控える

× 砂糖・人口甘味料 （料理にはみりん、甘酒な

どの自然の甘みを利用。甘いのが欲しい時には、果

実や芋類を）

× 抗生物質 服用は慎重に

× 食品添加物 ラベルをチェックして選ぶ

× 農薬 安心な農産物を選ぶ

善玉菌を増やすものを取り入れ る

発酵食品 腸内のフローラのバランスを整える

みそ（酵母や乳酸菌が生きている天然醸造の生み

そを選ぶ 漬物（ぬか漬け、粕漬け、キムチ、味

噌漬け、麹漬け） 納豆

植物繊維便通を改善、善玉を増やす

主食（玄米、胚芽米、雑穀、大麦など） 野菜

（根菜類、きのこ類） 海藻類（ワカメ、モズ

ク、コンブ、ノリなど） 豆類 芋類

毎日毎食善玉菌を増やす最強アイテムを

みそ 乳酸菌や 酵母がよくとれ るみ そを食卓
に

※ 手軽にとるならみそ汁（野菜たっぷりにして植

物繊維をプラス。みそは最後に加え、煮立てないこ

と） ※ みそ煮、味噌炒めに（味噌は分量の半量

程度を加熱料理に使い、残りは仕上げに加える）

※ 料理のたれ、ソースせ（加熱しないので、乳酸

菌や酵母が生のままとれる。）

タマネギ麹 米麹と塩にすりおろした タマ ネ
ギを混ぜるだけ 。一晩で簡単に作れ て幅広い料

理に使えま す。善玉菌の餌になるオ リゴ糖もとれ

ます。

材料 タマネギ２００g 塩10g 乾燥米麹５０g

作り方 ①ボウルで米麹と塩をよく混ぜ、タマネギ

のすりおろしを混ぜ、蓋をして20～25度の室温に一

晩おく。 ②とろりとしていたら清潔な保存びんに

移し、麹が浸みるように水大さじ2～3（分量外）を

加える。

人間が健康に生きて行く為に160

原
発
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ

１
４
０

ね
ら
わ
れ
て
い
る
原
発
再
稼
働

強
く
あ
た
た
か
い
労
働
組
合
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方
本
部
第

24
回
定
期
大
会
を
、
11
月
14
日
組
合
員
４
名
傍
聴
１
名
で
八
幡
平
ハ
イ
ツ
で
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
８
ヶ
月
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
が
進
で
い
る
が
、
生
業
は
、
復
興
し
て
い
ま
せ
ん
。
福
島
で
発
生
し
た
原
発
事
故
は
い
ま
だ
に
避
難
さ
れ

て
い
ま
す
。
放
射
能
汚
染
水
を
海
洋
投
棄
処
理
す
る
こ
と
を
反
対
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
34
年
が
経
過
し
、
各
社
の
経
営
状
況
の
格
差
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
ロ
ー
カ
ル

線
な
ど
「
Ｊ
Ｒ
単
独
で
は
維
持
困
難
」
と
赤
字
路
線
の
切
り
捨
て
を
加
速
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ

ル
線
廃
止
に
反
対
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
物
価
高
騰
、
燃
料
費
の
高
騰
に
よ
る
電
気
・
ガ
ス
の
値
上
げ
な
ど
国
民
負
担
増
大
し
て

い
る
。
今
後
も
食
料
品
を
中
心
と
し
た
生
活
必
需
品
の
値
上
が
り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
中
で
、
23
春
闘
の
生

活
で
き
る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
特
に
貨
物
は
新
人
事
制
度
に
お
け
る
改
善
を
求
め
具
体
的
な
要
求
作
り
を
し

て
行
き
ま
す
。

赤
字
の
ロ
ー
カ
ル
線
復
旧
は
国
の
責
任
で

奥
中
山
小
繋
間
の
８
月
３
日
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
に
よ
る
復
旧
工
事
は
遅
れ
て
い
る
。
小
鳥
谷
構
内

徐
行
で
、
奥
中
山
峠
を
越
え
る
の
に
徐
行
場
所
は
、
こ
れ
か
ら
の
登
り
に
速
度
を
上
げ
る
場
所
で
す
。
徐
行

の
た
減
速
す
る
た
め
登
り
が
困
難
で
列
車
に
遅
延
が
出
ま
す
。
秋
は
木
の
葉
で
滑
り
、
こ
れ
か
ら
は
雪
で
の

登
る
の
は
大
変
で
す
。
線
路
を
直
す
の
は
国
と
Ｊ
Ｒ
で
行
う
べ
き
で
、
ア
イ
ジ
ー
ア
ル
が
行
な
う
工
事
で
は
、

い
つ
治
る
か
分
か
ら
な
い
。
国
は
、
新
幹
線
・
リ
ニ
ヤ
工
事
に
は
多
額
な
資
金
を
出
し
て
い
る
。
国
は
公
共
交

通
を
確
保
す
る
た
め
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
に
も
工
事
費
を
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。

明
る
い
職
場
は
管
理
者
と
労
働
者
の
コ
ミ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
が
必
要

ロ
ジ
で
働
く
若
者
は
同
一
労
働
、
同
一
賃
金
で
は
な
い
。
職
場
に
は
夢
も
希
望
が
な
く
ベ
テ
ラ
ン
が
辞
め
て
若
者
を
育
て
る
こ
と
は
な
く
職
場
は
暗
い
。
希
望
の
あ
る

職
場
に
す
る
こ
と
は
管
理
者
の
仕
事
。
労
働
者
は
一
度
も
失
敗
せ
ず
に
一
人
前
に
な
る
ひ
と
は
い
ま
せ
ん
、
失
敗
ご
の
カ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
バ
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
管
理
者
は
労
働
者
を
信
頼
し
安
全
・
安
心
な
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
責
任
が
あ
る
。
職
員
の
意
見
・
要
望
を
聞
き
理
解
し
会
話
す
る
こ
と
が
こ
と
が
大
切
。

国
鉄
民
営
化
に
よ
る
現
実
が
今
特
に
強
く
表
れ
て
い
る

「
民
営
に
な
れ
ば
採
算
が
合
わ
な
い
線
区
は
廃
止
さ
れ
て
地
方
は
衰
退
す
る
と
」
主
張
し
「
国
鉄
分
割
民
営
化
」
に
反
対
し
て
き
た
。

労
働
組
も
弱
体
化
さ
れ
連
合
の
吉
野
委
員
長
が
自
民
党
に
利
用
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
国
民
民
主
党
は
自
民
に
、
立
憲
民
主
党
で
さ
え

も
第
二
自
民
の
維
新
に
す
り
寄
る
状
態
で
す
。

我
々
労
働
者
は
、
市
民
連
合
と
の
共
同
行
動
を
前
進
さ
せ
「
要
求
で
一
致
」
の
政
党
と
共
同
し
世
直
し
の
政
治
活
動
も
強
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
5
％
減
税
、
内
部
留
保
に
課
税
で
財
源
を
作
り
、
９
条
活
か
し
た
外
交
で
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
止
め
さ
せ
、
中
国
・
北

朝
鮮
も
含
め
て
の
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
作
る
運
動
で
軍
事
費
を
減
ら
し
、
暮
ら
し
に
税
金
を
使
わ
せ
る
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

建
交
労
鉄
道
も
、
組
合
員
減
少
で
苦
し
い
闘
い
で
す
が
、
貨
物
本
社
前
で
の
決
起
集
会
な
ど
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
も
勝
ち
と
れ
た
の
は
、
他

の
組
合
員
も
必
ず
見
て
い
る
は
ず
で
す
。

組
合
と
は
何
を
す
る
組
織
な
の
か
?
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

恒
例
の
Ｏ
Ｂ
会
は
青
森
山
崎
・
留
目
氏
。
八
戸
久
保
・
馬
渡
氏
。
岩
手
及
川
・
幸
三
・
澤
田
・
須
藤
氏
８
名
の
参
加
で
し
ば
ら
く
ぶ
り
の
顔

合
わ
せ
、
話
が
弾
み
お
年
寄
り
に
は
キ
ツ
イ
12
時
過
ぎ
ま
で
飲
み
ま
し
た
。

建交労鉄道

岩手地本
２０２２年１２月16日

NO １６０号
発行責任者
須藤清成

お
知
ら
せ

東
北
地
方
協
議
会
総
会

日

時

12
月
18
日

13
時
30
分
～

場

所

ア
イ
ナ
ー
８
１
５
号
室

建
交
労
岩
手
県
本
部
春
闘
討
論
集
会

旗
開
き

日
時

２
０
２
３
年
１
月
14
日
（
土
）
午
後

６
時
30
分
～

場
所

楽
蔵RA

K
U
Z
O

盛
岡
大
通
店

春
闘
討
論
集
会

日
時

２
０
２
３
年
１
月
15
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時

会
場

上
田
公
民
館
（
２
Ｆ

視
聴
覚
室
）
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

南
シ
ナ
海
で
の
中
国
と

の
緊
迫
状
態
な
ど
を
背

景
に
、
政
府
の
「
国
力

と
し
て
の
防
衛
力
を
総

合
的
に
考
え
る
有
識
者

会
議
」
は
「
防
衛
力
抜

本
的
強
化
」
に
関
す
る

報
告
書
を
提
出
。
報
告

は
反
撃
能
力
（
敵
基
地

攻
撃
能
力
）
の
保
有
に

つ
い
て
「
抑
止
力
維
持
・

増
強
の
た
め
に
不
可
欠
」

だ
と
断
定
し
た
。
軍
事

最
優
先
を
求
め
て
お
り
、

名
実
と
も
日
本
を
「
戦

争
す
る
国
」
に
変
え
る

も
の
で
あ
る
。

岸
田
政
権
は
５
年
以

内
の
防
衛
力
の
抜
本
的

強
化
を
う
た
い
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
２
％
目
標
に
掲
げ
軍

事
費
倍
増
を
狙
っ
て
い

る
。

そ
の
財
源
は
、
「
幅

広
い
税
目
に
よ
る
負
担

が
必
要
」
と
増
税
を
主

張
し
て
お
り
、
社
会
保

障
・
年
金
の
切
り
捨
て

や
更
な
る
増
税
が
想
定

さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
物

価
高
騰
、
燃
料
費
の
高

騰
に
よ
る
電
気
・
ガ
ス

の
値
上
げ
な
ど
国
民
負

担
増
大
し
て
い
る
。

一
時
金
で
は
Ｊ
Ｒ
貨

物
は
昨
年
を
下
回
る
回

答
で
あ
り
、
そ
の
他
の

Ｊ
Ｒ
は
昨
年
を
上
回
っ

た
も
の
の
依
然
低
額
回

答
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
食
料
品
を
中

心
と
し
た
生
活
必
需
品

の
値
上
が
り
が
想
定
さ

れ
て
い
る
中
で
、
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春

闘
を
ど
う
取
り
組
む
か

議
論
す
る
。

特
に
貨
物
は
新
人
事

制
度
に
お
け
る
課
題
を

ど
う
改
善
す
る
の
か
。

具
体
的
な
要
求
作
り
が

必
要
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

た
対
話
に
よ
り
、
一
人

一
人
の
不
満
や
思
い
を

聞
き
入
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
各
社
は
業
績
悪

化
の
回
避
と
経
営
体
質

の
強
化
に
向
け
て
、
さ

ら
な
る
効
率
化
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
推
し
進
め
、

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
な
ど

「
Ｊ
Ｒ
単
独
で
は
維
持

困
難
」
と
赤
字
路
線
の

切
り
捨
て
を
加
速
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
35
路
線
66
間
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
17
路
線
30

区
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
函

館
本
線
、
長
万
部
～
小

樽
間
を
採
算
が
見
込
ま

れ
な
い
か
ら
と
廃
線
す

る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
函
館
～
長

万
部
間
に
お
い
て
も
北

海
道
新
幹
線
の
札
幌
延

伸
に
あ
わ
せ
て
、
経
営

分
離
さ
れ
る
こ
と
か
ら

鉄
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
分
断
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
輸

送
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

な
ど
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。

新
幹
線
開
業
に
伴
う

並
行
在
来
線
は
Ｊ
Ｒ
責

任
で
維
持
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、

鉄
路
の
維
持
存
続
す
る

た
め
に
上
下
分
離
方
式

を
導
入
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
地
方
自

治
体
の
負
担
は
大
き
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と

か

ら

、

下

の

部

分

（
鉄
道
の
軌
道
）
は
国

が
責
任
を
も
っ
て
維
持

す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
で
安
定
し
た
維
持
が

で
き
る
と
考
え
る
。

戦
後
か
ら
現
在
ま
で

続
い
て
い
る
私
た
ち
の

国
の
平
和
は
、
私
た
ち

が
特
別
努
力
し
な
く
と

も
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
く
も
の
だ
と
、
も

し
考
え
て
い
る
と
し
た

ら
、
と
て
も
危
う
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。民

主
主
義
国
家
に
お

い
て
、
国
家
権
力
と
憲

法
は
ど
ん
な
関
係
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
先

日
私
は
「
お
り
と
ラ
イ

オ
ン
」
（
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
、
け
ん
ぽ
う
絵
本
。

楾
大
樹
作
、
今
井
ヨ
ー

ジ
絵
か
も
が
わ
出
版
）

と
い
う
絵
本
を
読
ん
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
（
国
家
家
権

力

）

、

お

り

（

檻

）

（
憲
法
）
。
単
純
明
確

で
小
学
校
の
低
学
年
に

も
す
ぐ
理
解
で
き
る
よ

う
な
内
容
で
し
た
。
待

望
の
本
が
今
、
世
に
出

た
こ
と
の
タ
イ
ム
リ
ー

さ
に
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。
「
国
家
権
力
」
が

暴

走

し

な

い

た

め

に

「
憲
法
」
が
あ
り
、
必

要
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
国
の
す
べ
て

の
人
が
理
解
し
共
有
す

る
こ
と
が
、
こ
の
国
の

民
主
主
義
を
支
え
る
基

本
で
あ
り
、
こ
れ
が
常

識
と
な
り
、
当
た
り
前

に
な
れ
ば
、
初
め
て
民

主
主
義
国
家
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

各
種
の
選
挙
の
た
び

に
投
票
率
が
問
題
に
な

り
、
そ
れ
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
す
。
有
権
者
の

半
数
近
く
が
投
票
し
な

い
事
も
し
ば
し
ば
で
す
。

し
か
も
若
い
人
達
ほ
ど

低
い
投
票
率
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
民

主
主
義
の
基
本
を
（
幼

い
児
童
や
少
年
、
青
年

達
に
教
え
る
立
場
の
）

が
、
そ
れ
を
十
分
に
教

え
る
責
任
を
果
た
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。次

の
時
代
の
日
本
を

支
え
中
心
と
な
る
幼
い

児
童
、
青
少
年
に
大
切

な
基
本
を
伝
え
る
事
は
、

遅
れ
ば
せ
で
も
直
ち
に

始
め
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
行
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
投
稿
も
そ
の
一
つ

で
す
。
「
平
和
」
の
大

切
さ
を
思
い
、
口
に
す

る
な
ら
ば
、
今
す
ぐ
で

き
る
行
動
は
「
国
家
権

力
」
と
「
憲
法
」
の
関

係
を
確
認
し
、
共
有
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
ラ
イ
オ
ン
（
国
家

権
力
）
が
檻
（
憲
法
）

を
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
と
し
た
ら
、
そ
の
ま

ち
が
い
を
正
す
こ
と
も
、

こ
の
共
通
認
識
が
あ
っ

て
初
め
て
可
能
で
す
。

こ
の
国
が
「
平
和
」

を
「
民
主
主
義
」
を
失
っ

て
か
ら
初
め
て
事
の
重

大
さ
に
気
づ
き
後
悔
し

な
い
た
め
に
。
今
、
直

ち
に
行
動
を
始
め
た
ら
、

な
ん
と
か
間
に
合
う
か

も
し
れ
な
い
と
切
実
に

思
っ
て
い
ま
す
。
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ナ
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、
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中
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衛
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。
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だ
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。
軍
事

最
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先
を
求
め
て
お
り
、

名
実
と
も
日
本
を
「
戦

争
す
る
国
」
に
変
え
る

も
の
で
あ
る
。
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田
政
権
は
５
年
以

内
の
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衛
力
の
抜
本
的

強
化
を
う
た
い
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
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％
目
標
に
掲
げ
軍

事
費
倍
増
を
狙
っ
て
い

る
。

そ
の
財
源
は
、
「
幅

広
い
税
目
に
よ
る
負
担

が
必
要
」
と
増
税
を
主

張
し
て
お
り
、
社
会
保

障
・
年
金
の
切
り
捨
て

や
更
な
る
増
税
が
想
定

さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
物

価
高
騰
、
燃
料
費
の
高

騰
に
よ
る
電
気
・
ガ
ス

の
値
上
げ
な
ど
国
民
負

担
増
大
し
て
い
る
。

一
時
金
で
は
Ｊ
Ｒ
貨

物
は
昨
年
を
下
回
る
回

答
で
あ
り
、
そ
の
他
の

Ｊ
Ｒ
は
昨
年
を
上
回
っ

た
も
の
の
依
然
低
額
回

答
に
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
食
料
品
を
中

心
と
し
た
生
活
必
需
品

の
値
上
が
り
が
想
定
さ

れ
て
い
る
中
で
、
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を
ど
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組
む
か
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る
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に
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は
新
人
事

制
度
に
お
け
る
課
題
を

ど
う
改
善
す
る
の
か
。

具
体
的
な
要
求
作
り
が

必
要
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ

た
対
話
に
よ
り
、
一
人

一
人
の
不
満
や
思
い
を

聞
き
入
れ
る
。
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各
社
は
業
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悪

化
の
回
避
と
経
営
体
質

の
強
化
に
向
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て
、
さ
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な
る
効
率
化
と
コ
ス

ト
ダ
ウ
ン
を
推
し
進
め
、

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
な
ど

「
Ｊ
Ｒ
単
独
で
は
維
持

困
難
」
と
赤
字
路
線
の

切
り
捨
て
を
加
速
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
35
路
線
66
間
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
17
路
線
30

区
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
函

館
本
線
、
長
万
部
～
小

樽
間
を
採
算
が
見
込
ま

れ
な
い
か
ら
と
廃
線
す

る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
函
館
～
長

万
部
間
に
お
い
て
も
北

海
道
新
幹
線
の
札
幌
延

伸
に
あ
わ
せ
て
、
経
営

分
離
さ
れ
る
こ
と
か
ら

鉄
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
分
断
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れ
る
恐
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が

あ
り
、
Ｊ
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貨
物
の
輸

送
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

な
ど
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。

新
幹
線
開
業
に
伴
う

並
行
在
来
線
は
Ｊ
Ｒ
責

任
で
維
持
存
続
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、

鉄
路
の
維
持
存
続
す
る

た
め
に
上
下
分
離
方
式

を
導
入
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
地
方
自

治
体
の
負
担
は
大
き
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
こ

と

か

ら

、

下

の

部

分

（
鉄
道
の
軌
道
）
は
国

が
責
任
を
も
っ
て
維
持

す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
で
安
定
し
た
維
持
が

で
き
る
と
考
え
る
。

戦
後
か
ら
現
在
ま
で

続
い
て
い
る
私
た
ち
の

国
の
平
和
は
、
私
た
ち

が
特
別
努
力
し
な
く
と

も
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
く
も
の
だ
と
、
も

し
考
え
て
い
る
と
し
た

ら
、
と
て
も
危
う
い
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。民

主
主
義
国
家
に
お

い
て
、
国
家
権
力
と
憲

法
は
ど
ん
な
関
係
に
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
先

日
私
は
「
お
り
と
ラ
イ

オ
ン
」
（
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
、
け
ん
ぽ
う
絵
本
。

楾
大
樹
作
、
今
井
ヨ
ー

ジ
絵
か
も
が
わ
出
版
）

と
い
う
絵
本
を
読
ん
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
（
国
家
家
権

力

）

、

お

り

（

檻

）

（
憲
法
）
。
単
純
明
確

で
小
学
校
の
低
学
年
に

も
す
ぐ
理
解
で
き
る
よ

う
な
内
容
で
し
た
。
待

望
の
本
が
今
、
世
に
出

た
こ
と
の
タ
イ
ム
リ
ー

さ
に
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。
「
国
家
権
力
」
が

暴

走

し

な

い

た

め

に

「
憲
法
」
が
あ
り
、
必

要
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
、
こ
の
国
の
す
べ
て

の
人
が
理
解
し
共
有
す

る
こ
と
が
、
こ
の
国
の

民
主
主
義
を
支
え
る
基

本
で
あ
り
、
こ
れ
が
常

識
と
な
り
、
当
た
り
前

に
な
れ
ば
、
初
め
て
民

主
主
義
国
家
だ
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

各
種
の
選
挙
の
た
び

に
投
票
率
が
問
題
に
な

り
、
そ
れ
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
す
。
有
権
者
の

半
数
近
く
が
投
票
し
な

い
事
も
し
ば
し
ば
で
す
。

し
か
も
若
い
人
達
ほ
ど

低
い
投
票
率
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
こ
の
民

主
主
義
の
基
本
を
（
幼

い
児
童
や
少
年
、
青
年

達
に
教
え
る
立
場
の
）

が
、
そ
れ
を
十
分
に
教

え
る
責
任
を
果
た
し
て

こ
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。次

の
時
代
の
日
本
を

支
え
中
心
と
な
る
幼
い

児
童
、
青
少
年
に
大
切

な
基
本
を
伝
え
る
事
は
、

遅
れ
ば
せ
で
も
直
ち
に

始
め
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
行
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
投
稿
も
そ
の
一
つ

で
す
。
「
平
和
」
の
大

切
さ
を
思
い
、
口
に
す

る
な
ら
ば
、
今
す
ぐ
で

き
る
行
動
は
「
国
家
権

力
」
と
「
憲
法
」
の
関

係
を
確
認
し
、
共
有
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
ラ
イ
オ
ン
（
国
家

権
力
）
が
檻
（
憲
法
）

を
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
と
し
た
ら
、
そ
の
ま

ち
が
い
を
正
す
こ
と
も
、

こ
の
共
通
認
識
が
あ
っ

て
初
め
て
可
能
で
す
。

こ
の
国
が
「
平
和
」

を
「
民
主
主
義
」
を
失
っ

て
か
ら
初
め
て
事
の
重

大
さ
に
気
づ
き
後
悔
し

な
い
た
め
に
。
今
、
直

ち
に
行
動
を
始
め
た
ら
、

な
ん
と
か
間
に
合
う
か

も
し
れ
な
い
と
切
実
に

思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
す
る
国
に
し
て
は
い
け
な
い

戦
争
す
る
国
に
し
て
は
い
け
な
い

ア
ン
ケ
ー
ト
通
じ
た
会
話
を

ア
ン
ケ
ー
ト
通
じ
た
会
話
を

い
の
蛙
の
独
り
言
41

北
朝
鮮

何
度
も
何
度
も
ミ
サ
イ
ル
を

日
本
海
に
打
ち
込
む
、
ど
う
し
て
だ

米
韓
日
は
日
本
海
で
軍
事
演
習

北
朝
鮮
の
玄
関
の
前
で

刀
を
振
り
回
し
銃
を
構
え
て
い
る
よ
う
な
も
の

こ
れ
こ
そ
挑
発
で
は
な
い
の
か

米
韓
日
共
同
軍
事
演
習
を
直
ち
に
や
め

お
互
い
に
仲
良
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
大
事

ア
メ
リ
カ
の
世
界
制
覇
思
想
を
見
抜
き

日
本
は
そ
れ
に
組
み
し
な
い

平
和
憲
法
こ
そ
世
界
の
宝
物
と

胸
を
張
っ
て
ア
メ
リ
カ
を
説
き
伏
せ
よ
う

井
上

駿

い
の
蛙
の
独
り
言
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北
朝
鮮

何
度
も
何
度
も
ミ
サ
イ
ル
を

日
本
海
に
打
ち
込
む
、
ど
う
し
て
だ

米
韓
日
は
日
本
海
で
軍
事
演
習

北
朝
鮮
の
玄
関
の
前
で

刀
を
振
り
回
し
銃
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え
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い
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う
な
も
の

こ
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こ
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挑
発
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は
な
い
の
か
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軍
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互
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仲
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ど
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説
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せ
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上
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12
月
８
日
は
日
本
が
真

珠
湾
を
奇
襲
し
太
平
洋
戦

争
を
引
き
起
こ
し
た
日
、

平
和
を
希
求
し
た
ジ
ョ
ン
・

レ
ノ
ン
が
凶
弾
に
倒
れ
亡

く
な
っ
た
日
だ
。

毎
年
８
日
は
「
想
像
し

て
ご
ら
ん
、
国
な
ん
て
無

い
ん
だ
と
」
で
始
ま
る
ジ
ョ

ン
の
イ
マ
ジ
ン
を
聴
く
。

せ
め
て
こ
の
日
だ
け
で
も
、

世
界
中
の
人
々
が
聴
い
て

口
ず
さ
み
、
想
像
す
れ
ば

も
っ
と
平
和
な
世
界
を
創

造
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。

「
サ
ッ
チ
ャ
ー
（
英
元

首
相
）
は
シ
ン
パ
シ
ー
は

あ
る
け
ど
エ
ン
パ
ジ
ー
が

な
か
っ
た
」
と
英
国
在
住

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
フ
レ
デ
ィ

み
か
こ
さ
ん
は
言
っ
て
い

る

。

シ
ン

パ

シ
ー

と

は

「

共

感
」

。

Ｓ
Ｎ

Ｓ

の

「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
み
た

い
な
も
の
で
、
憎
し
み
も
、

感
情
（
プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ

ス
も
）
も
共
感
・
増
幅
す

る
。
対
し
て
エ
ン
パ
ジ
ー

は
「
想
像
力
」
。
ほ
か
の

人
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
、

で
も
共
鳴
や
共
感
し
な
く

て
良
い
。
例
え
れ
ば
誰
か

の
靴
を
は
い
て
み
る
こ
と

ら
し
い
。

こ
の
ぼ
ん
く
ら
頭
も
想

像
力
が
ゼ
ロ
に
近
く
、
み

な
さ
ん
が
傷
つ
く
よ
う
な

言
動
が
何
度
も
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
で
は

だ
め
だ
。
月
の
後
半
は
一

年
を
振
り
返
り
反
省
し
、

最
後
の
日
は
第
九
を
聴
い

て
新
し
い
年
を
迎
え
よ
う
。

「
苦
悩
を
突
き
抜
け
れ
ば
、

歓
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に
至
る
」
（
ベ
ー
ト
ー
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ン
）
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